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1 問題の場

話し合いとは、複数の人間が、主として音声を媒介として共同で思考するコミュニケー

ションとみることができる。このような話し合いの指導においては大きく二つの問題が

ある。

一つは「他者と共同で問題解決するための方法を国語科で教えてきたか」というもので

ある。近年では情報化・国際化・環境という地球的規模での問題群がネットワーク化して

いることが指摘されている (Gergen, 1994)。そのためコミュニケーションにより協力して

問題解決したり、知識を社会的に構成（創造）したりすることの重要性が指摘されている

(菅井, 2002)。話し合いによって他者と共同で問題解決を図ろうとする学習者像は、今後

ますます重視されていくにちがいない。これまでの国語教育においては説得や反論の仕方

や討議ルールの習得に力点が置かれてきた。だが、単に論破するだけ、あるいは安易に合

意するだけでは問題は解決できない。自律的・主体的に他者と共に問題解決を図る学習者

の育成に国語教育では何ができるのかが問われているのである。

もう一つは「話し合い指導において言語活動の全体性を保障してきただろうか」という

ものである。音声言語は話し合いの基本的要素である。しかし、話し合いは本当に音声言

語だけで行われているのだろうか。話し合い指導において話し言葉のみに着目すれば、生

きた言語活動の現実的な側面を切り捨ててしまう恐れがある。実際の話し合いは、複合的

な言語活動による極めてダイナミックな行為である。西尾実は、複合的な言語活動の研究

が必要だと早くから指摘していた (西尾, 1950)。だが、こういった研究はそれほど簡単で

はなく、国語教育にとって長年の課題であった。

上記二つの問題に対して、本研究で提案する「視覚情報化ツール」を両者の間に置くこ

とで、解決への視点が切り開かれてくる。視覚情報化ツールとは、主として音声言語（聴

覚情報）でやりとりされている話し合いを、文字化や図示化（視覚情報化）しながら話し

合うことで支援するものである。

前者の問題であった他者と共同で問題解決するための話し合いを教える一つの方法が、

この視覚情報化ツールだといえる。文字化や図示化することで、話題の構造や意見間の関

係がリアルタイムで視覚的に明示され、参加者が話し合いを把握しやすくなる。書かれた

記録が残ることで、指導者が支援する際にも大いに役立つだろう。
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後者の話し合いにおける言語活動の全体性を保障するためにも、視覚情報化ツールは有

効である。話すことや聞くことだけでなく、書くこと（描くこと）や見ることなども含め

て総合的に活用するためである。本研究によって話し合いの能力が、書くことや見ること

と密接な関連があることが分かれば、音声言語への過度な焦点化は再考を迫られることに

なるだろう。

2 研究の目的

本研究の目的は二つある。

第一は、理論的な基盤の確立である。視覚情報化ツールの活用については、その仕組

み、コミュニケーション能力との関わり、国語教育にどう位置づければよいのかなどの基

本的なことが明らかになっていない。国語教育でも、早くから話し言葉指導における文字

言語の活用が示唆されてはいた (倉澤, 1958;野地, 1958)。実践でもようやくその活用がさ

れ始めつつある (中村, 1998;藤森, 2007;藤原, 2011)。しかし、視覚情報化ツールを国語教

育に明瞭に位置づけるための理論的な検討はなされてこなかった。

第二は、効果についての実証的な究明である。国語教育においても、実証的な話し合い

の分析については近年に多く行われつつある (間瀬他, 2007;若木, 2011)。しかし、複合的

な言語活動や、視覚情報化ツールの調査はなされてこなかった。言語学・心理学・社会学

といった様々な研究領域においても話し合いの視覚情報化ツールに関する調査はほとんど

ない。

3 研究の方法

次の二つの方法で本研究を行った。

一つは、話し言葉指導の目標論や内容論の検討を踏まえたうえで指導方法の開発を行う

点である。国語教育においては、読むことや書くことの指導に比べ、話し言葉指導そのも

のに関する研究が十分とは言い難い状況がある。話し合い指導を検討する前提として、話

し言葉指導における目標や内容の問題が明瞭にならなければ視覚情報化ツールの活用を国

語教育に位置づけることはできない。そのため、話し言葉指導の目標論や内容論の検討を

十分に踏まえたうえで、視覚情報化ツールの究明を進める。
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もう一つは、状況的認知（Situated Cognition）の視点から視覚情報化ツールについて総

合的に考察を行う点である。状況的認知アプローチとは、人間の認知行為を個人の頭の中

に閉じこめて想定するのではなく、他者や環境にある道具（物理的道具および言語などの

記号的道具）との相互作用によるとみなすものである (Brown et al., 1988)。本研究は、参

加者が共同で文字化や図示化（デザイン）しながら話し合う視覚情報化ツールに関する研

究である。デザインの仕方（記号的道具）次第では、話し合いの展開も変容する可能性が

ある。従来の話し合い指導は、記号的道具のうちでも音声言語のみに焦点化されがちで

あった。しかし、状況的認知論に立脚すれば主体・他者・人工物（物理的道具・記号的道

具）の相互作用が捉えられるのである。話し合い指導の大きな問題である「言語活動の全

体性」を視野に収めることができるはずである。

4 本論文の構成

序章では、問題の所在と本研究の目的・方法などについて述べた。

第 1章では、コミュニケーション能力の視点から「言語活動の全体性を保障する」ため

の視覚情報化ツールの理論的基盤を明らかにした。状況的認知論を導入し、複合的なコ

ミュニケーション能力としてとらえるための理論的基盤を整備した。その結果、話し合い

におけるコミュニケーション能力を音声言語だけにとどめず、主体・他者・道具の相互作

用として捉えることが可能になった。

第 2章では、話し言葉指導の目標論と内容論を検討した。目標論については近年の主要

なものを、論理性を重視した「課題領域」と、対人関係を重視した「社会的情緒領域」の

二極から検討し、両者を止揚する実践の開発が鍵であることを明らかにした。教育内容の

編成については、話し言葉の指導内容を国語科に「特設」する議論と、読むことなどの指

導や他教科などで「融合」的に取り扱う議論とを検討した。これらを踏まえ、今後の話し

言葉指導を開発する際の要件を明らかにした。

第 3章では、指導方法について理論的に検討した。状況的認知論を援用し「指導時期」

「媒体」から話し合い指導方法を体系的に整理するためのマトリックスを作成した。それ

によって視覚情報化ツールを「文字媒体を活用した事中・事後指導」として明瞭に位置づ

けることができた。さらに視覚情報化ツールは、「思考」「学習」「指導」を支えるツール

であり、話し合い指導の「質と量の保障」が可能となる方法であることを明らかにした。
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第 4章では、話し合いの中でもグループ討議の重要性を示し、視覚情報化ツールの調査

課題を定位した。「調査 I：物理的道具としての視覚情報化ツールの使い方はどのようなも

のか」「調査 II：記号的道具としての視覚情報化ツールのデザインによる影響は何か」「調

査 III：視覚情報化ツールを実践化するためのポイントはどこか」を具体的な調査課題とし

て定位した。

第 5章（調査 I）では、視覚情報化ツールの物理的道具としての側面と、それを使う行

為について考察した。大学生を対象にフィールドワークを行った結果、グループ討議にお

ける視覚情報化ツールの使用行為を 13種類に分類し体系化できた。また、導入部・展開

部・終結部という話し合いの流れに応じて使用方法も異なっていた。さらに、論理性など

の「課題領域」だけでなく、対人関係構築の「社会的情緒領域」のコミュニケーションに

おいても活用されていた。このように創造的な問題解決を行う重要なポイントにおいて、

視覚情報化ツールが活用されていたことが明らかになったのである。

第 6 章（調査 II）では、視覚情報化ツールの記号的道具としての側面について考察し

た。大学生を対象に、視覚情報化ツールによる記録の仕方（デザイン）によって、話し合

いに対する認知がどう異なるかを実験的に調査した。記述量の分散分析および記述内容の

テキストマイニングによる分析結果からは、構造化された図示化メモの方が、話し合いの

理解内容がより整理されたり深められたりする傾向があることが明らかになった。図示化

というデザインの仕方が、共同で問題解決を図るために効果的であることが示唆されたの

である。

第 7 章（調査 III) では、学校教育における視覚情報化ツールの実践化にむけた考察を

行った。小 5と中 2を対象に、調査 IIと同様の実験的な調査を試みた。その結果、特段の

指示をせずに話し合いのメモを書かせた場合には、学年が進むにつれてメモの取り方（デ

ザイン）がより高度化していく傾向がみられた。さらに、記述量の分散分析および記述内

容のテキストマイニングによる分析結果からは、小 5や中 2においても図示化メモが有効

であることを明らかにすることができた。また、視覚情報化ツールを活用して話し合いを

指導するときのポイントも明らかにした。小 5から中 2では「論点」の指導、中 2から大

学では「意見間の関係」や「テーマ」の指導に活用できることが示唆されたのである。

終章では、本研究の成果を総合的に考察した。その結果、視覚情報化ツールは他者と共

同で問題解決するために有効な方法であり、今後求められる話し合い指導の要件を満たす

方法であると結論づけることができた。最後に、本研究に残された課題を述べた。
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